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概要
本研究では，スマートスピーカーによる子育て支援

の議論に向けた基礎的な知見の提供を目指して，そも

そも子どもが対話型スピーカーに対して興味や関心，

親密さなどに基づいてどのような行動を示すかを性格

特性に着目して検討を行った．対話遊びを主とする観

察実験の結果，情緒が安定している，神経質ではない，

あるいは家庭とは異なるコミュニケーション環境に適

応していると母親に評価された子どもほど活発に遊ぶ

ことを確認した．

キーワード：対話型スピーカー (utterance-output

device)，対話遊び (conversational play)，性格特

性 (personality traits)，行動分析 (behavior anal-

ysis)，子育て支援 (parental support)

1. 目的
本研究では近年，家庭に普及しつつあるスマートス

ピーカーに代表される対話型スピーカーに対する，子

どもの興味や関心，親密さなどに基づく行動を性格特

性に着目して実験的に検討する．子育て支援の議論に

向けた基礎的な知見の提供を目指す．なお，ここで述

べる子育て支援とは，スマートスピーカーが家事で忙

しい親の代わりに子どもと対話や遊びを行うこと，あ

るいは親子の関係をアシストすることが挙げられる．

2. 観察実験
対話型スピーカーとして博報堂製のペチャット [1]を

使用した．ボタンの形状をしたスピーカーで，家庭の

ぬいぐるみに付けてスマートフォンと Bluetooth 接続

を行い，専用アプリでセリフを選択すると，子どもが

親しみやすい可愛らしい音声でセリフが出力される．

あいさつや週末の予定など日常的なテーマに関連する

セリフが用意されており，対話を行うことができる．

Amazon Echo1や Google Home2のように自律的に対

話を行うわけではないが，子どもにとって自律的に対

話しているような演出が可能である．本実験では，子

どもの心的状態を理解しやすい親がアプリ上で提示さ

れるセリフを選択して，ペチャットの振る舞いを適度

に統制した．また，ペチャットは実験者が用意したサ

ルのぬいぐるみに取り付けられた．

以下で述べる実験に，3 才から 6 才までの子ども

（男児 8名，女児 12名）計 20名とその母親が参加し

た．実験室に訪問する前に，子どものプロフィールや

性格に関する事前アンケートを母親に対して Web 上

で実施した．発達心理学や教育学の分野でよく利用さ

れている TS 式幼児・児童性格診断検査を用いた [2]．

実験室に来てから母親は，実験者から渡されたス

マートフォンにインストールされたアプリでセリフを

選択し，ペチャット操作の練習を行った．その後，母

親には子どもとおもちゃで自由に遊んでもらった．子

どもが環境に慣れて自由遊びに飽きた，あるいは遊び

に一区切りがついたと母親が判断するまで 5分程度実

施した．

自由遊びの終了後，母親にペチャットを操作しても

らい，子どもはペチャットが付いたぬいぐるみと対話

遊びを行った．遊びに一区切りがついたと母親が判断

するまで 10分程度実施した．対話遊びの終了後，再

び自由遊びを実施した．時間は，1回目と同じである．

その後，再び母親にスマートフォンでセリフを選択

してもらい，ペチャットが付いたぬいぐるみを通して

自由遊びで使用したおもちゃのお片づけを行うように

子どもに対して促してもらった．お片づけ課題の制限

時間は 5分程度である．

1https://www.amazon.com/b/?ie=UTF8&node=9818047011
2https://store.google.com/us/product/google home?hl=en-
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最後に，対話遊びやお片づけ課題に関する事後アン

ケートを母親と子どもに対してそれぞれ実施した．

3. 分析結果
性格に関する事前アンケートのスコアと対話遊びや

お片づけ課題に関する事後アンケートのスコアとの相

関分析を行った．結果，神経質ではない，情緒が安定

している，あるいは幼稚園や保育園の環境に適応して

いると母親に評価された子どもほど，ペチャットが付

いたぬいぐるみと活発に遊ぶことが示唆された．

さらに，対話遊びにおいて観察された興味や関心，

親密さに関係すると考えられる，ペチャットのセリフ

に対する反応率やぬいぐるみをつかむなどの接触行動

の頻度，さらには接触行動の時間と上述した事前アン

ケートのスコアとの相関分析を行ったところ，神経質

ではないと評価された子どもは，ペチャットが付いた

ぬいぐるみのセリフに対して反応する傾向があるこ

と，幼稚園や保育園の環境に適応していると評価され

た子どもは，ペチャットが付いたぬいぐるみに接触す

る時間の割合が高い傾向にあることが示唆された．

他方で，お片づけ課題において，子どもをお片づけ

が完了した群と完了しなかった群とに分けた後，事前

アンケートのスコアを比較したところ，完了群は未完

了群よりも情緒安定の因子のスコアが有意に高い，つ

まり情緒が安定していると評価されたことが示唆さ

れた．

なお，参考までに，対話遊びの前後の自由遊びにお

いて，母子間の親密さに関係すると考えられる明示的

な共同作業が観察されるかどうかを定性的に分析した

結果，「ペチャットが付いたぬいぐるみとの対話遊びの

後に，母子が一緒におもちゃを使って遊ぶようになる」

ことはほどんどのペアで観察されず，事前アンケート

との関連もみられなかった．

4. 考察
本研究の結果を踏まえると特に，神経質な子どもや

情緒が不安になりやすい子ども，あるいは幼稚園や保

育園といった家庭とは異なるコミュニケーション環境

への適応が難しい子どもが対話型スピーカーに興味や

関心をもち，コミュニケーションをとりたいと思わせ

るセリフや仕掛けを検討することが必要であると考え

られる．

今後は，上記の対話型スピーカーのセリフや仕掛け

の有効性を統制実験から検証することが課題として挙

げられる．統制実験を行うことで，子どもの性格特性

に応じたインタラクションデザインに向けた重要な要

素がよりクリアになると考えられる．さらに，本実験

の対話遊びにおける発話内容や表情から対話型スピー

カーに対する態度を詳細に議論するための方法論を検

討することも重要であると考えられる．
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